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降は減少に転じ、GDP比では16（平成28）年度
の4.4％をピークに20（令和2）年度では2.9％ま
で縮小しており、当面は3％以下の水準で推移す
る見通しである1。

図表Ⅰ-2-4-1（ロシアの国防費の推移）

2	 軍改革

ロシアは、97（平成9）年以降、「コンパクト
化」、「近代化」、「プロフェッショナル化」という3
つの改革の柱を掲げて軍改革を本格化させてき
た。また、兵員の削減と機構面の改革（師団中心
から旅団中心の指揮機構への改編）、即応態勢の
強化、新型装備の開発・導入を含む軍の近代化な
どが進められている。

軍の「コンパクト化」については、16（平成
28）年をもって100万人とすることとされた。10

（平成22）年12月以降は、従来の6個軍管区を西
部、南部、中央及び東部の4個軍管区に改編した
うえで、各軍管区に対応した統合戦略コマンドを
設置し、軍管区司令官のもと、地上軍、海軍、航空
宇宙軍など全ての兵力の統合的な運用を行ってい
る。なお、14（平成26）年12月には、北極を担当
する北部統合戦略コマンドの活動が開始された。

軍の「近代化」については、新型装備の比率を
20（令和2）年までに70％にまで高めるとしてお
り、19（令和元）年12月の時点で、軍全体で平均

1	 ロシア財務省及びロシア連邦国庫公表資料による。

60～65％を達成した旨発表しているほか、核の3
本柱（大陸間弾道ミサイル（ICBM）、潜水艦発射
弾道ミサイル（SLBM）、戦略爆撃機）における現
代的な兵器の割合は82％に達したとされる。

軍の「プロフェッショナル化」については、常
時即応部隊の即応態勢を実効性あるものとするた
め、徴集された軍人の中から契約で勤務する者を
選抜する契約勤務制度（下士官・兵卒が対象）の
導入が進められている。契約軍人の数は、15（平
成27）年に初めて徴集兵を上回り、今後も契約軍
人の割合を増やしていくとされている。

❸	軍事態勢と動向 	 ●

ロシアの軍事力は、連邦軍、連邦保安庁国境警
備局、連邦国家親衛軍庁などから構成される。連邦
軍は3軍種2独立兵科制をとり、地上軍、海軍、航
空宇宙軍と戦略ロケット部隊、空挺部隊からなる。

図表Ⅰ-2-4-2（ロシア軍の配置と兵力（イメージ））

1	 核戦力

ロシアは、国際的地位の確保と米国との核戦力
のバランスをとる必要があることに加え、通常戦

力の劣勢を補う意味でも核戦力を重視しており、
即応態勢の維持に努めていると考えられる。

戦略核戦力については、ロシアは、依然として
米国に並ぶ規模のICBM、潜水艦発射弾道ミサイ
ル（S

Submarine-Launched Ballistic Missile
LBM）と長距離爆撃機（Tu-95「ベア」、Tu-

160「ブラックジャック」）を保有している。
ロシアは米国との間で締結した新戦略兵器削減

条約で定められた戦略核兵器の削減義務を負って
おり、この枠内で、ロシアは、「装備国家綱領」に
基づく核戦力の近代化を優先させる方針に従い、

 参照

 参照

図表Ⅰ-2-4-1 ロシアの国防費の推移
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（注）ロシア連邦国庫公表「連邦予算執行報告」（11～ 19年度は執行額、
20年度は当初予算額）
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図表Ⅰ-2-4-2 ロシア軍の配置と兵力（イメージ）

（注）　資料は、Military Balance 2020などによる。陸上兵力は地上軍28万人のほか空挺部隊4.5万人を含む。

約90万人
約33万人

T-90、T-80、T-72など
約2,800両

（保管状態のものを含まず。保管状態のものを含めると約13,000両）

1,130隻　　約205トン
1隻
4隻
13隻
16隻
71隻

約35,000人
1,470機

MiG-29 142機　　Su-30 133機
MiG-31 112機　　Su-33 17機
Su-25 216機　　Su-34 122機
Su-27 119機　　Su-35 90機

（第4世代戦闘機　合計934機）

Tu-160 16機
Tu-95 60機
Tu-22M 62機
約1億4,194万人

1年（徴集以外に契約勤務制度がある）

ロシア
総　　　兵　　　力

陸上兵力

戦　　　車

艦　　　艇
空　母

巡　洋　艦
駆　逐　艦
フリゲート
潜　水　艦
海　兵　隊
作　戦　機

近代的戦闘機

爆　撃　機

人　　　口
兵　　　役

参考

航空戦力

海上戦力

陸上戦力

太平洋艦隊
ウラジオストク

北洋艦隊
セヴェロモルスク

バルト艦隊
カリーニングラード

黒海艦隊
セヴァストポリ
（ウクライナ領）

カスピ小艦隊
アストラハン

東部軍管区
（東部統合戦略コマンド）
（司令部：ハバロフスク）

南部軍管区
（南部統合戦略コマンド）
（司令部：ロストフ・ナ・ドヌ）

中央軍管区
（中央統合戦略コマンド）
（司令部：エカテリンブルク）

西部軍管区
（西部統合戦略コマンド）

（司令部：サンクトペテルブルク）

（北部統合戦略コマンド）
（司令部：セヴェロモルスク）
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引き続き新規装備の開発・導入の加速化に努めて
いる。

11（平成23）年以降、ICBM「トーポリM」の
多弾頭型とみられている「ヤルス」の部隊配備を
進めているほか、ミサイル防衛システムの突破能
力を有する弾頭を搭載可能とされる大型の ICBM

「サルマト」を開発中である。新型のSLBM「ブラ
ヴァ」を搭載するボレイ級弾道ミサイル搭載原子
力潜水艦（S

Ballistic Missile Submarine Nuclear-Powered
SBN）は、3隻が就役しており、今後、

北洋艦隊及び太平洋艦隊にそれぞれ4隻配備され
る予定である。

非戦略核戦力については、ロシアは、射程500km
以上、5,500km以下の地上発射型短距離及び中
距離ミサイルを米国とのINF全廃条約に基づき
91（平成3）年までに廃棄し、翌年に艦艇配備の
戦術核も各艦隊から撤去して陸上に保管したが、
その他の多岐にわたる核戦力を依然として保有し
ており、近年では、通常弾頭又は核弾頭を搭載可
能とされる地上発射型ミサイル・システム「イス
カンデル」や海上発射型巡航ミサイル・システム

「カリブル」の配備も進めている。
米国は13（平成25）年5月以降、ロシアのINF

全廃条約違反を指摘するとともに条約遵守への回

「イスカンデル」 とは

ロ シ ア の 戦 術 用 地 対 地 ミ サ イ ル・ シ ス テ ム
「9K720イスカンデル」。対応するミサイルには弾道
型（9M723など）と巡航型（9M728、9M729など）
の2タイプがあり、前者が「イスカンデル-M」（米国
防省呼称：SS-26／NATO呼称：Stone）、後者が

「イスカンデル-K」と呼称されることもある。弾道型
ミサイル9M723については、北朝鮮が19（令和元）
年5月4日、同月9日、7月25日及び8月6日に発
射した短距離弾道ミサイルと外見上類似点がある。
9M723は通常の弾道ミサイルと異なり、低空を変
則的な軌道で飛翔するとされ、一般論として、こう
したものはミサイル防衛網を突破することを企図し
ているとの指摘がある。一方、巡航型ミサイル
9M729は、14（平成26）年以降、米国からINF全
廃条約で開発・保有が禁止されている地上発射型の
中距離巡航ミサイルであるとの指摘を受けていた。

ロシアは、9M729の射程は500km未満であり、同
条約に抵触しないと主張しているが、9M729につ
いては、射程2千kmとされる海上発射型の対地巡
航ミサイル「カリブル」を基に開発されたとの指摘
もあり、容易に射程の延伸が可能とされる。また、

「イスカンデル-M」をベースにした輸出型のミサイ
ル・システム「9K720イスカンデル-E」もあるが、
性能・諸元詳細については明らかにされていない。

地上発射型ミサイル・ 
システム「イスカンデル」

諸元・性能
射程：200～500km
誘導方式：慣性+測位衛
星+レーダー等
推進方式：固体式

概説
「解説」を参照 【ロシア国防省】

解 説

ICBM「サルマト」

諸元・性能
開発中

概説
新型の大型ICBM。極超音速
の弾頭等、幅広い種類の弾頭
を搭載可能であるほか、事実上射程に制限がなく、北極又は南
極経由で目標を攻撃可能とされる。2021年配備予定。

【ロシア国防省】

ボレイ級潜水艦

諸元、性能
水中排水量：1万9,711トン
最大速力：25ノット（時速約
46km）
主要兵装：SLBM「ブラヴァ」（最大射程8,300km）

概説
12（平成24）年に1番艦が就役したロシア海軍の新型弾道ミ
サイル（戦略）原子力潜水艦。SLBMを16発搭載可能。太平洋
艦隊には15（平成27）年から配備

【JANES】

海上発射型巡航ミサイル・ 
システム「カリブル」

諸元・性能
射程：潜水艦発射型（対地）
約2,000km、水上艦発射型
（対地）約1,500km
速度：マッハ0.8

概説
シリアでの作戦で使用した実績がある。様々なプラットフォー
ムに搭載可能であるほか、INF全廃条約で開発・保有が禁止さ
れている地上発射型の中距離巡航ミサイルであると米国から指
摘された9M729のもとになったとの指摘もある。

【ロシア国防省】
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帰を求め続けてきたが、ロシアは条約違反を一貫
して否定するとともに、米国のイージス・アショ
アが巡航ミサイル「トマホーク」も発射可能な発
射機を備えており同条約違反であると非難するな
ど、米露の主張は平行線をたどったまま、19（同
31）年8月、同条約は終了した。ロシアは、INF
全廃条約からの米側の脱退により同条約が終了し
たことを確認するとともに、世界の緊張を高める
責任は全て米国に帰すると非難した。その上で、
戦略的安定性の確保及び安全保障に関する完全な
対話を再開させることは必須であり、その用意が
ある旨言及した。ただし、ロシア側は、米国がア
ジア太平洋地域への地上発射型中距離ミサイルの
配備に踏み切れば、脅威に対抗するための措置を
とるとの立場を表明している。地上発射型中距離
ミサイルの配備の動向については、わが国周辺の
安全保障環境にも大きな影響を与え得ることか
ら、注視していくことが必要である。

2	 通常戦力など

ロシアは、通常戦力についても、「装備国家綱領」
に基づき開発・調達などを行っている。Su-35戦
闘機や地対地ミサイル・システム「イスカンデル」
の導入に加えて、いわゆる「第5世代戦闘機」と
して開発されている「Su-57」や「T-14アルマー
タ」戦車などの新型装備の開発、調達及び配備も
進められている。19（令和元）年8月、ロシア国
防省は大型攻撃用無人機「オホートニク」が初飛
行に成功したと発表した。同機は、第5世代戦闘
機Su-57と組んで対空防衛を突破することが想
定されているとの指摘もあり、これらの新型装備
の動向にも注視していく必要がある。ロシア海軍
では現在、通常動力の空母1隻を保有しているが、
2030年末までに原子力空母を取得する計画であ
るとの報道がある。

また、近年ロシア軍は宇宙及び電磁波領域にお
ける活動を活発化させている。ロシアは、自国の
早期警戒用施設などのレーダーに加え、国際科学
光学ネットワーク（I

International Science Optical Network
SON）の光学望遠鏡を活用

するなど、宇宙状況監視（S
Space Situational Awareness

SA）能力を高めてい
るほか、対衛星ミサイル・システム「ヌドリ」な

どの対衛星兵器の開発を推進しており、これまで
に複数回の発射試験を行ったとされる。また、13

（平成25）年以降、接近・近傍活動（R
Rendezvous and Proximity Operations

PO）を行
う衛星を低軌道と静止軌道の双方に投入してお
り、静止軌道上で他国の衛星への接近・隔離を頻
繁に繰り返していることが観測されている。また、
18（平成30）年に北大西洋条約機構（NATO）が
実施した大規模軍事演習「トライデント・ジャン
クチャー」の期間中に、北極圏のコラ半島所在の
ロシア軍がGPS信号を妨害したとされるなど、
電子戦兵器を使用した活動を活発化させているこ
とがうかがわれる。

Su-35戦闘機

諸元、性能
速度：マッハ2.25
主要兵装：空対空ミサイル
RVV-BD（最大射程：200km）、
空対艦ミサイルKh-59MK（最
大射程：285km）

概説
ロシア空軍の新型多目的戦闘機であり、14（平成26）年から極
東にも配備

【ロシア国防省】

第5世代戦闘機Su-57

諸元・性能（開発中）
全長：20.8m×幅15.0m×
高さ5.1m　ステルス機
最大離陸重量：37トン
巡航速度：マッハ1.6

概説
超音速巡航を可能にするエンジンを開発中とされる。
19（令和元）年、初号機が試験飛行中に墜落。

大型攻撃用無人機「オホートニク」
と共同飛行するSu-57（下）

【ロシア国防省】

対衛星ミサイル・システム「ヌドリ」

諸元・性能
開発中

概説
発射台付き車両（TEL）から
発射する対衛星ミサイルシス
テム。これまでに少なくとも
7回の発射が確認されている。
また、直近では、20（令和2）
年4月、米国宇宙軍はロシア
が対衛星兵器の発射試験を実
施したと発表しており、ヌド
リであったとの指摘もある。

【ロシア国防省】

118日本の防衛

第4節ロシア



諸
外
国
の
防
衛
政
策
な
ど

第
2
章

3	 新型兵器

プーチン大統領は、19（平成31・令和元）年の
優先事項として、ミサイル防衛システムの突破能
力が強化された近代的な戦略核戦力の必要性に触
れ、今後、極超音速滑空兵器（H

Hypersonic Glide Vehicle
GV）「アヴァンガ

ルド」の量産を強調した。同年2月、同大統領は、
HGV「アヴァンガルド」、ICBM「サルマト」、空
中発射型弾道ミサイル（A

Air-Launched Ballistic Missile
LBM）「キンジャル」な

どの新型兵器の開発や配備の進捗状況を半年おき
に報告するよう指示したほか、最高速度約マッハ
9で1,000km以上の射程を持つとされる海上発
射型の極超音速巡航ミサイル「ツィルコン」を開
発中であることを初めて明らかにした。

19（令和元）年8月、ロシア北部アルハンゲリ
スク付近のロシア軍施設で、爆発によりロシア国
防省及び国営原子力関連企業の職員複数が死亡す
る事故が起きた。爆発事故当時、近くの海域に放
射性物質を運搬する特殊船舶が存在していたこと
などから、ロシア軍が開発中の原子力推進式巡航
ミサイル「ブレヴェスニク」の実験がなされてい
たとの指摘がある。

4	 ロシア軍の動向

ロシア軍は、10（平成22）年以降、軍管区など
の戦闘即応態勢の検証を目的とした大規模演習を
各軍管区で持ち回る形で行っており、こうした演
習はロシア軍の長距離移動展開能力の向上に寄与
している。19（令和元）年9月には、中央軍管区を
中心に大規模軍事演習「ツェントル2019」を実施
し、約12万8,000人の人員、航空機約600機、艦
船15隻及び2万を超える軍用車両などを投入し
た。前年に極東方面で実施された「ヴォストーク
2018」と同様、中国が参加したほか、インド、パ
キスタン及び中央アジア諸国も参加した。同年10
月には、プーチン大統領の指揮のもと、各地の演
習場で戦略指揮・参謀演習「グロム」が実施され、
バレンツ海及びオホーツク海の原子力潜水艦か
ら、また、プレセツク宇宙基地からそれぞれ弾道
ミサイルが発射された。ロシア国防省は演習を総
括し、戦略核抑止力の訓練の過程で定められたす

べての課題は完全に遂行されたと発表した。
また、ロシアは国外においても諸外国との共同

訓練・演習を実施している。19（令和元）年には、
ラオス、南アフリカとも共同演習を実施した。

北極圏では10箇所の飛行場を建設又は再建す
る計画を進めていることに加えて、19（令和元）
年11月にはノバヤゼムリャ島にステルス戦闘機
や極超音速の飛行物体も検知可能なレーダーを設
置したと発表した。こうした軍事施設の運用再開
のほか、SSBNによる戦略核抑止パトロールや長
距離爆撃機による哨戒飛行を実施するなど、北極
における活動を実施している。例えば、アラスカ
沖の国際空域やバレンツ海、ノルウェー海などに
おいて長距離爆撃機Tu-95やTu-160などの飛

HGV「アヴァンガルド」

概説
マッハ20以上の速度で大気圏内を飛翔し、高度や軌道を変え
ながらMDシステムを回避可能とされる。19（令和元）年12
月配備開始。

【ロシア国防省】

ALBM「キンジャル」

諸元・性能
速度：マッハ10以上
射程：2,000km以上

概説
飛翔中に機動可能な戦闘機搭
載の空中発射型弾道ミサイル
（ALBM）。地上発射型短距離弾道ミサイル「イスカンデル」の
空中発射型との指摘もある。

【SPUTNIK/時事通信フォト】

原子力推進式巡航ミサイル 
「ブレヴェスニク」

諸元・性能
開発中

概説
原子力推進のため事実上射程
制限がなく、低空を飛び、予
測不可能な軌道を持つとされ
る。19（令和元）年8月に軍施設で起きた爆発事故は、この兵
器開発に伴う実験が原因だったとの指摘がある。

【ロシア国防省】
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